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ローマの信徒への手紙１章１９～２０節

なぜなら、神について知りうる事柄は、
彼らにも明らかだからです。神がそれを
示されたのです。世界が造られたときか
ら、目に見えない神の性質、つまり神の
永遠の力と神性は被造物に現れており、
これを通して神を知ることができます。
従って、彼らには弁解の余地がありませ
ん。



ローマの信徒への手紙10章11-17節

聖書にも、「主を信じる者は、だれも失
望することがない」と書いてあります。ユ
ダヤ人とギリシア人の区別はなく、すべて
の人に同じ主がおられ、御自分を呼び求
めるすべての人を豊かにお恵みになるか
らです。「主の名を呼び求める者はだれ
でも救われる」のです。ところで、信じたこ
とのない方を、どうして呼び求められよう。
聞いたことのない方を、どうして信じられ
よう。



また、宣べ伝える人がなければ、どうして
聞くことができよう。遣わされないで、どう
して宣べ伝えることができよう。「良い知ら
せを伝える者の足は、なんと美しいこと
か」と書いてあるとおりです。しかし、すべ
ての人が福音に従ったのではありません。
イザヤは、「主よ、だれがわたしたちから
聞いたことを信じましたか」と言っていま
す。実に、信仰は聞くことにより、しかも、
キリストの言葉を聞くことによって始まる
のです。



マタイ福音書２８章１８～２０節

イエスは、近寄って来て言われた。「わ
たしは天と地の一切の権能を授かってい
る。だから、あなたがたは行って、すべて
の民をわたしの弟子にしなさい。彼らに
父と子と聖霊の名によって洗礼を授け、
あなたがたに命じておいたことをすべて
守るように教えなさい。わたしは世の終わ
りまで、いつもあなたがたと共にいる。」



マルコ福音書８章３４～３６節

それから、群衆を弟子たちと共に呼び
寄せて言われた。「わたしの後に従いた
い者は、自分を捨て、自分の十字架を背
負って、わたしに従いなさい。自分の命を
救いたいと思う者は、それを失うが、わた
しのため、また福音のために命を失う者
は、それを救うのである。人は、たとえ全
世界を手に入れても、自分の命を失った
ら、何の得があろうか。



ヨハネの手紙一 ５章１１～１３節

その証しとは、神が永遠の命をわたした
ちに与えられたこと、そして、この命が御
子の内にあるということです。御子と結ば
れている人にはこの命があり、神の子と
結ばれていない人にはこの命がありませ
ん。神の子の名を信じているあなたがた
に、これらのことを書き送るのは、永遠の
命を得ていることを悟らせたいからです。
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